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　西日本旅客鉄道株式会社広島支社は去る10月13日、国土交通省中国運輸局に対し、新
駅設置に係る鉄道事業法に基づく事業基本計画の変更認可申請を行い、中国運輸局は10
月27日に認可し、正式に新駅の設置が決定しました。

J
R
山
陽
本
線
に
和
木
駅（
仮
称
）の
設
置
決
定
！

駅
か
ら
始
ま
る
未
来
の
和
木

新駅の整備は町が抱えている人口の減少、少子高齢化の進捗、地域経済
の停滞、不便な交通事情など様々な課題を解決し、人口の増加、更には
財政の安定化など、大きな効果を生み出すことが期待できます。

平成20年春開業予定

新 駅 の 設 置

◎交通利便性の向上
通勤・通学の利便性が向上／広島駅まで約40分
◎居住魅力の向上 

便利さによる定住意識の向上／町の顔づくり
◎地域経済が活性化 

遊休地等の利用が促進／観光や商工業が活性化
◎社会福祉への寄与

バリアフリーで障害者や高齢者の活動範囲が向上
◎地球環境問題への寄与

マイカー通勤から公共交通機関の利用への転換／国道2号線の渋滞緩和

新 駅 整 備 後 の 効 果 に つ い て
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新駅の計画平面図

整備までの主な経緯
・平成 3年 3月　JR西日本広島支社へ打診

・ 平成 4年 6月　 和木町議会で岩国大竹駅間にJR新駅の

設置を要望する決議

・平成 8年 1月　和木駅設置期成同盟会発足

・ 平成14年 9月　新駅設置期成同盟会総決起集会

 （装束同盟会と合同）

・平成14年12月　岩国市が窓口となりJR西日本と協議

・ 平成15年 9月　 JR西日本との協議窓口が、岩国市から

和木町へ変更となる

・平成16年10月　和木駅整備に関する基礎調査業務完了

・平成16年11月　和木駅基本構想・基本設計業務完了

・平成18年10月　新駅整備事業債務負担行為決議

・平成18年10月　JRが国土交通省中国運輸局に認可申請

・平成18年10月　JRが国土交通省中国運輸局から認可受領

新駅整備の概要
位　置： 大竹駅から1.6km、岩国駅か

ら3.7km、和木4丁目1番
 （あけぼの橋南側）
事業費： 新駅整備事業費は7億2千万円

で、その内訳は、ホーム等鉄
道施設の負担金が約4億7千万
円、自由通路・エレベーター
等の都市施設が約2億5千万円
です。西口及び東口の駅前広
場等整備事業費が約5億円（用
地費含む）となります。周辺
整備を含めた総事業費は12億
2千万円となります。

歩道

歩
道

歩道

歩
道

駅
室

東
口

E
V

E
V 西

口

自由通路

上
り
線

下
り
線

駅の形状
・ホーム延長165m（岩国市に約25m入る）・ホーム幅2m～3m（4両編成分が3m）
・ 駅の形状は、自由通路、エレベーター 2基、自動改札（両側）で、両側からのアクセスが容易
・バス停留所を設置し、町内巡回バス及び岩国市営バスが経由
・西口（役場側）には、多目的、男子、女子トイレ及び事務室を完備
・東口及び西口に自動車停車帯及び駐輪場を確保
・各駅停車列車が停車予定（現在のダイヤでは上り71便、下り70便）

和木4丁目1番あけぼの橋付近の建設予定地
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◆
質
問
者　

村
上　

庄
市
議
員

1
．
教
育
行
政
に
つ
い
て

問
▼
文
部
科
学
省
で
言
わ
れ
て
い
る
学
校

の
二
学
期
制
に
対
す
る
教
育
長
の
見
解
を

伺
い
た
い

教
育
長
▼
二
学
期
制
は
授
業
時
間
の
確
保

が
で
き
る
が
、
学
期
途
中
に
長
期
休
業
が

入
り
、
学
習
の
連
続
性
を
保
つ
こ
と
が
難

し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
町
で
は
、
小

中
学
校
と
も
、
授
業
時
間
の
確
保
は
出
来

て
お
り
、
現
在
の
三
学
期
制
が
ふ
さ
わ
し

い
と
考
え
る
。

問
▼
登
下
校
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

送
迎
の
そ
の
後
の
状
況
は

平
成
18
年
第
3
回
和
木
町
議
会
定
例
会
一
般
質
問
の
概
要

教
育
長
▼
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
一
本
化
を

目
指
し
、
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
の
安
全
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
▼
防
犯
ベ
ル
の
携
帯
状
況
は
ど
う
か

教
育
長
▼
小
学
生
全
員
に
貸
与
し
て
い
る

が
忘
れ
る
子
ど
も
も
い
る
の
で
学
校
で
指

導
し
て
い
る
。
ま
た
、
防
犯
ベ
ル
の
紐ひ

も

が

す
ぐ
引
け
る
よ
う
ラ
ン
ド
セ
ル
の
肩
部
分

に
取
り
付
け
ら
れ
る
よ
う
改
善
し
て
い
る
。

2
．
子
育
て
支
援
及
び
人
口
増
加
策
に
つ

い
て

問
▼
今
後
ど
の
よ
う
に
子
育
て
支
援
に
取

り
組
む
か

町
長
▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
育
所

へ
の
設
置
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の
一
元
化

に
よ
る
幼
児
教
育
の
充
実
、
給
食
費
の
無

料
化
、
留
守
家
庭
教
室
の
開
設
な
ど
積
極

的
に
進
め
て
お
り
理
解
願
い
た
い
。

問
▼
第
四
次
総
合
計
画
で
、
人
口
の
目
標

が
7
，
5
0
0
人
と
し
て
い
る
が
具
体
的

方
策
を
尋
ね
る

町
長 

本
町
の
特
色
を
ま
と
め
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
新
た
に
作
成
し
、
和
木
町
の
住

み
よ
さ
を
全
国
に
発
信
す
る
。
J
R
新
駅

の
実
現
に
よ
る
人
口
増
、
蜂
ヶ
峯
団
地
の

販
売
促
進
、
遊
休
地
の
開
発
計
画
、
企
業

所
有
の
団
地
の
有
効
活
用
な
ど
を
考
え
て

い
る
。

3
．
空
き
交
番
の
解
消
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
カ
ー
に
つ
い
て

問
▼
相
次
ぐ
悲
し
い
事
件
や
事
故
が
毎
日

の
よ
う
に
報
道
さ
れ
町
内
で
も
不
法
駐
車

や
迷
惑
駐
車
等
多
く
の
苦
情
が
あ
り
、
空

き
交
番
の
解
消
に
努
力
し
て
ほ
し
い

町
長
▼
本
町
の
交
番
が
空
き
交
番
と
な
ら

な
い
よ
う
要
請
し
て
い
く
。

問
▼
警
察
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に
模
し
た
パ

ト
ロ
ー
ル
カ
ー
を
年
末
年
始
の
防
犯
活
動

に
間
に
合
う
よ
う
配
備
し
て
い
た
だ
き
た
い

町
長
▼
補
正
予
算
可
決
後
直
ち
に
着
手
し

た
い
。

4
．
蜂
ヶ
峯
団
地
の
売
却
に
つ
い
て

問
▼
造
成
以
来
あ
ま
り
売
れ
て
い
な
い

が
、
新
駅
開
設
に
伴
い
協
力
に
推
進
す
べ

き
で
あ
り
前
山
に
計
画
中
の
道
路
の
進
捗

状
況
と
合
わ
せ
て
尋
ね
る

町
長
▼
景
気
も
回
復
基
調
に
あ
り
団
地

も
売
れ
始
め
て
い
る
。
新
駅
開
業
に
向
け

さ
ら
に
売
れ
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い

る
。
ま
た
、
道
路
に
つ
い
て
は
計
画
の
一

部
を
練
り
直
し
改
め
て
計
画
し
た
い
。

5
．
議
員
定
数
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

問
▼
今
回
の
審
議
の
中
で
定
数
条
例
の
改

正
は
執
行
部
か
ら
出
す
の
が
良
い
と
の
意

見
も
あ
っ
た
が
町
長
の
考
え
を
尋
ね
る

町
長
▼
当
事
者
で
議
論
さ
れ
決
め
る
こ
と

が
一
番
良
い
と
思
う
。
議
員
の
定
数
を
何

人
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
議
会
運
営

に
非
常
に
重
要
な
事
項
で
あ
る
の
で
議
会

で
し
っ
か
り
議
論
し
協
議
し
て
決
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

6
．
住
民
投
票
条
例
に
つ
い
て

問
▼
町
長
の
考
え
を
尋
ね
る

町
長
▼
公
平
公
正
民
主
的
な
行
政
を
進

め
る
上
で
、
調
整
が
つ
か
な
い
場
合
は
有

益
な
条
例
と
思
う
が
、
な
じ
ま
な
い
事
柄

も
含
め
安
易
に
委
ね
る
の
は
如
何
か
と
思

う
。
今
は
必
要
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

7
．
J
R
新
駅
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
型

ト
イ
レ
を

問
▼
J
R
新
駅
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
型

ト
イ
レ
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い

町
長
▼
計
画
の
中
で
協
議
し
設
置
の
方
向

で
進
め
て
い
き
た
い
。

◆
質
問
者　

野
村　

邦
光
議
員

1
．
単
独
町
制
後
の
教
育
現
場
の
実
態
に

つ
い
て

問
▼
子
ど
も
た
ち
の
精
進
の
成
果
が
上
の

ス
テ
ー
ジ
に
つ
な
が
る
環
境
は
確
保
さ
れ

て
い
る
か

教
育
長
▼
大
会
運
営
支
部
組
織
が
新
岩
国

市
と
和
木
町
に
改
変
さ
れ
た
の
み
で
十
分

確
保
さ
れ
て
い
る
。

問
▼
教
職
員
の
研
修
は
ど
う
か

教
育
長
▼
本
年
度
か
ら
、
岩
国
市
・
和
木

町
学
校
教
育
研
究
会
と
い
う
組
織
の
中
で

行
な
わ
れ
て
い
る
。

問
▼
P
T
A
活
動
は
ど
う
か

教
育
長
▼
和
木
町
の
み
で
県
と
連
携
し
活

動
し
て
い
る
。

パトカー色に塗装された広報車
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2
．
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て

問
▼
団
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
女
性
の
比

重
を
高
め
た
ら
ど
う
か

町
長
▼
男
女
を
問
わ
ず
募
集
を
し
っ
か
り

行
な
い
確
保
に
向
け
努
力
し
た
い
。

3
．
飲
酒
運
転
に
つ
い
て

問
▼
本
町
も
処
分
基
準
を
設
け
る
よ
う
検

討
し
て
い
る
旨
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
内
容
を
問
う

町
長
▼
山
口
県
と
同
様
な
厳
し
い
規
則
を

制
定
し
た
い
。

◆
質
問
者　

中
村　

淳
良
議
員

1
．
児
童
生
徒
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
つ
い
て

問
▼
少
子
化
減
少
は
部
活
動
の
変
化
、
問

題
は
な
い
か
。
ま
た
そ
の
解
決
策
は

教
育
長
▼
現
状
で
は
何
と
か
や
っ
て
い
る

が
強
化
か
ら
い
う
と
問
題
が
あ
る
。
そ
れ

は
部
の
統
廃
合
に
よ
り
部
員
の
数
を
増
や

す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
町
内
か

ら
指
導
力
の
あ
る
方
に
協
力
願
う
こ
と
も

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
．
平
成
18
年
定
期
監
査
報
告
に
つ
い
て

問
▼
報
告
内
容
を
担
当
課
長
は
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
対
処
し
て
い
る
か

企
画
総
務
課
長 

各
課
で
真
摯
に
検
討
し

実
施
で
き
る
も
の
か
ら
直
ち
に
実
施
し
て

い
る
。

※
各
課
長
答
弁
は
、
紙
面
の
都
合
で
省
略

◆
質
問
者　

横
林　

元
二
議
員

1
．
艦
載
機
移
転
問
題
に
つ
い
て

問
▼
6
月
議
会
で
こ
れ
ま
で
の
立
場
を
変

え
事
実
上
容
認
す
る
態
度
に
変
え
ら
れ
た

が
、
な
ぜ
か
変
え
れ
た
の
か

町
長
▼
再
編
計
画
そ
の
も
の
が
国
の
専
管

事
項
で
あ
る
。
3
月
議
会
時
点
で
は
、
町

か
ら
の
質
問
に
対
す
る
回
答
も
な
く
閣
議

決
定
も
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の

後
質
問
に
対
す
る
回
答
、
関
係
自
治
体
の

状
況
把
握
、
北
原
防
衛
施
設
庁
長
官
の
説

明
、
閣
議
決
定
等
が
行
な
わ
れ
た
。
関
係

自
治
体
と
し
て
ま
ず
理
解
を
し
意
見
が
あ

れ
ば
申
出
る
。
そ
れ
が
安
心
、安
全
な
国
・

地
方
・
地
域
の
発
展
に
結
び
つ
く
も
の
と

考
え
る
。

問
▼
自
治
会
連
合
会
の
決
議
書
が
出
さ
れ

町
長
も
、
そ
の
趣
旨
の
と
お
り
で
そ
う
い

う
判
断
で
や
っ
て
い
く
と
言
わ
れ
た
が
、

態
度
の
変
更
は
住
民
が
主
人
公
の
立
場
に

反
す
る
の
で
は
な
い
か

町
長
▼
だ
か
ら
こ
そ
騒
音
対
策
、
安
全
対

策
、
地
域
振
興
策
に
つ
い
て
事
前
に
問
題

を
提
起
し
不
安
を
解
消
す
る
わ
け
で
あ
り

反
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

問
▼
岩
国
市
は
こ
の
問
題
で
住
民
投
票
を

実
施
し
、
大
竹
市
も
投
票
条
例
を
持
っ
て

い
る
。
和
木
町
も
作
る
考
え
は
な
い
か

町
長
▼
時
間
を
か
け
ゆ
っ
く
り
検
討
し
て

み
た
い
。

2
．
住
民
福
祉
に
つ
い
て

問
▼
和
木
町
の
国
保
料
は
山
口
県
内
で
最

高
水
準
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
県

下
の
平
均
で
い
く
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。

今
の
財
政
状
況
か
ら
引
き
下
げ
は
で
き
な

い
か

町
長
▼
医
療
費
の
支
出
が
国
保
料
に
大
き

く
反
映
す
る
た
め
健
康
な
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
く
施
策
を
今
後
進
め
、
保
険
料
を

上
げ
な
く
す
む
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

問
▼
障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て
、
障

害
者
に
色
々
な
施
設
の
利
用
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
対
し
負
担
が
増
え
て
い
る
。
自
治

体
と
し
て
一
定
の
助
成
制
度
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
独
自
の
助
成
制
度
は

考
え
ら
れ
な
い
か

町
長
▼
支
援
法
が
出
来
て
半
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
お
り
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
今

後
色
々
な
問
題
点
が
出
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
今
後
情
報
を
取
り
入
れ
問

題
点
解
決
の
た
め
取
り
組
ん
で
い
く
。

3
．
教
育
行
政
に
つ
い
て

問
▼
政
府
が
出
し
た
教
育
基
本
法
改
正
案

を
教
育
長
は
評
価
し
て
い
る
か

教
育
長
▼
教
育
水
準
が
向
上
し
、
生
活
が

豊
か
に
な
る
一
方
、
都
市
化
・
少
子
高
齢

化
の
進
展
等
に
よ
り
教
育
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。
子
ど
も
の

モ
ラ
ル
や
学
ぶ
意
欲
の
低
下
、
家
庭
や
地

域
の
教
育
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
今
の
基

本
法
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
た
め
改
正
を

含
め
議
論
さ
れ
る
べ
き
と
思
う
。

◆
質
問
者　

森
脇　

明
美
議
員

1
．
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問
▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
制
度
の
概

要
、
町
の
考
え
方
及
び
今
後
の
対
応
を
聞
く

保
健
福
祉
課
長
▼
地
域
住
民
の
心
身
の
健

康
維
持
、
保
健
、
福
祉
の
向
上
増
進
の
た

め
に
必
要
な
援
助
、
支
援
を
包
括
的
に
行

な
う
機
関
で
、
町
で
は
来
年
度
か
ら
設
置

す
る
予
定
。
用
務
は
介
護
予
防
、
社
会
福

祉
相
談
支
援
、
権
利
擁
護
事
業
、
包
括
的

継
続
的
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
等
で
あ
る
。

問
▼
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
ど
う
な

る
か

保
健
福
祉
課
長
▼
現
在
、
わ
き
あ
い
あ
い

苑
に
委
託
し
て
い
る
が
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
る
と
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
も
合
わ
せ
て
行
な
う

こ
と
に
な
り
、
現
在
の
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
は
廃
止
さ
れ
る
。

問
▼
他
の
市
町
村
で
は
24
時
間
利
用
で
き

る
相
談
体
制
を
と
っ
て
い
る
が
和
木
町
の

場
合
は
ど
う
か

保
健
福
祉
課
長
▼
和
木
町
で
は
そ
こ
ま
で

要
望
す
る
人
は
現
在
い
な
い
。
今
後
利
用

者
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
対
応
す
る
。

問
▼
要
支
援
、
要
介
護
1
・
2
の
認
定
者

は
全
国
的
に
倍
増
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る

が
当
町
は
ど
う
か

保
健
福
祉
課
長
▼
平
成
12
年
で
1
1
9
名

が
平
成
18
年
で
2
4
2
名
に
な
っ
て
い
る
。

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
和
木
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
議
会
の
議
事
録
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

http

：//w
w
w
.tow

n-w
aki.jp/

中学校の授業のようす
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　町の財政状況を皆さんに理解していただくために、平成18年9月定例議会において認定された平成17年度

の決算状況等（一般会計）についてお知らせします

〈収　入〉 （単位：千円）

平成17年度 平成16年度 増減額 伸び率％

町 　 　 税 2,363,283 1,476,163 887,120 60.1
地 方 譲 与 税 等 194,860 206,045 ▲11,185 ▲5.4
地 方 交 付 税 168,512 165,904 2,608 1.6
使 用 料・ 手 数 料 等 136,320 143,238 ▲6,918 ▲4.8
国・県からの補助金 340,895 256,314 84,581 33.0
繰入金（貯金の取崩し） 20,291 275,719 ▲255,428 ▲92.6
諸 収 入 等 906,285 931,972 ▲25,687 ▲2.8
借 　 　 金 258,300 364,600 ▲106,300 ▲29.2
収 入 合 計 4,388,746 3,819,955 568,791 14.9

　上表は、町の収入面において、前年度と比較したものです。これを見ると町税が大幅に増加し、その分、

繰入金（家庭で言えば貯金の取崩し）が減っていることが伺えます。これは、町を支えている大企業からの

税収が大きく伸びたことによるものです。このため、平成18年度においては、交付税の不交付団体となりま

した。また、国・県からの補助金が伸びているのは、JR和木駅建設に伴う道路事業への補助金が入ったため

です。

〈支　出〉 （単位：千円）

平成17年度 平成16年度 増減額 伸び率％

人 件 費 708,456 725,386 ▲16,930 ▲2.3
物 件 費 等 566,203 599,099 ▲32,896 ▲5.5
扶 助 費 198,241 200,554 ▲2,313 ▲1.2
補 助 金 等 345,788 401,831 ▲56,043 ▲13.9
建 設 事 業 費 342,857 175,735 167,122 95.1
借 金 返 済 額 403,131 551,090 ▲147,959 ▲26.8
繰 出 金 354,325 287,211 67,114 23.4
そ の 他 1,426,545 824,416 602,129 73.0
支 出 合 計 4,345,546 3,765,322 580,224 15.4

　次に支出面についてですが、人件費については職員削減、特別職給料や議員報酬のカット等により約1千7

百万円の減額となっています。また、物件費については事務経費等の徹底的な見直しを行なった結果、約3千

3百万円の削減となりました。補助金等が大幅に減っているのは、16年度に企業への多額の税金の還付があっ

たためです。建設事業費の大幅増は、JR和木駅建設に伴う道路事業が増えたためです。借金返済額が大きく

減っているのは、16年度において、借金の借り換えを行なったためで、実質的には前年度並といえます。最

後に、その他が大幅増となっていますが、これは、約6億円の基金（貯金）への積立をおこなったためです。

和木町の家計簿
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経常収支比率の推移

● 　経常収支比率とは、毎年見込める収入（町税、地方交付税等）のうち、毎年決まって支出しなければな
らないお金（人件費、借金返済金、扶助費等）の占める割合のことをいいます。この数値が大きければそ
れだけ財政が硬直化し、自由に使えるお金が少ないということになります。（70～80%にあるのが望まし
いといわれています。）
 　上グラフをみると、年々数値が大きくなり、平成16年度においては県内平均を大きく超えて102.7%と
なりましたが、平成17年度では、法人税収が大幅に伸びたため、76.1%まで回復しています。

財政力指数の推移

●　和木町は、平成18年度普通交付税の不交付団体となりました。
　不交付団体とは普通交付税が交付されない団体のことで、市町村の財政力を判断する指標のひとつであ
る財政力指数が100以上になると不交付となります。
　これを家計に例えると、収入（給料）と支出（標準的生活費）が同額である場合、指数が100となります。
つまり収入が支出を上回るとき指数は100を超え、その逆の場合は100を下回り、収入と支出の差額を交
付税で補てんしてもらうことになります。
　和木町が不交付団体となったのは、平成8年度以来10年ぶりになりますが、これは、昨年、法人税収入
が大幅に増加したためです。
　しかし、裕福な団体になったと手放しで喜んでいいわけではありません。平成8年当時と比べ、三位一体
の改革等により、標準的生活費（全国統一のルールに基づいて計算した額）が大きく削減されているから
です。このため、収入額はそれほど増えていないのに指数が100を超え不交付団体となるケースが今後も
増えてくると予測されます。
　また、昨年の法人税収の伸びも一時的なものであり、今後も、厳しい財政運営にかわりありません。

交付税不交付団体へ
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平
成
18
年
第
4
回
和
木
町
議
会
臨
時
会

が
10
月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案
1
件
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
57
号
【
可　

決
】

平
成
18
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）

　

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
19
年
度
ま
で
新

駅
整
備
事
業
に
債
務
負
担
行
為（
限
度
額

7
2
0
，0
0
0
千
円
）を
追
加
す
る
も
の
。

平
成
18
年
第
4
回

和
木
町
議
会
臨
時
会

ま
ち
の
話
題

自
治
会
長
と
意
見
交
換 

行
政
自
治
懇
話
会
開
催

ま
ち
の
話
題

秋山正夫さん

　

10
月
4
日
、
文
化
会
館
で
「
行
政
自
治

懇
話
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
話
会
は
年
3
回
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
町
内
全
23
地
区
の
自
治
会
長
を

対
象
に
実
施
。
古
木
町
長
、
杉
本
議
長
を

は
じ
め
、
町
執
行
部
が
出
席
し
、
自
治
会

長
と
の
意
見
交
換
を
行
う
も
の
で
す
。

　

は
じ
め
に
、
町
か
ら
行
政
報
告
が
行
わ

れ
、
議
会
の
報
告
、
和
木
町
消
防
団
第
1

分
団
の
優
勝
に
つ
い
て
、
和
木
駅
設
置
の

進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
敬
老
会
や

春
の
一
斉
清
掃
の
日
程
に
つ
い
て
、
道
路

工
事
に
関
す
る
質
問
等
が
寄
せ
ら
れ
、
活

発
な
意
見
が
交
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
20
日
、秋
山
正
夫
さ
ん
が
満
90
歳

の
誕
生
日
に
、古
木
町
長
か
ら
、長
寿
の
お

祝
い
と
し
て
、賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。笑
顔
で「
あ
り
が
と
う
」と
応
え

ら
れ
た
秋
山
さ
ん
、こ
れ
か
ら
も
、お
体
に

気
を
つ
け
ら
れ
、い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

町
内
一
斉
清
掃
お
疲
れ
さ
ま
で
す

ま
ち
の
話
題

　

10
月
15
日
、
町
内
全
域
で
「
秋
の
一
斉

清
掃
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
清
掃
に
は
、

早
朝
か
ら
多
く
の
町
民
の
方
が
参
加
さ

れ
、
地
域
の
環
境
美
化
に
汗
を
流
さ
れ
ま

し
た
。

　

歩
道
や
、
公
園
、
広
場
、
集
会
所
の
ご

み
や
雑
草
、
水
路
、
泥
な
ど
ト
ラ
ッ
ク
約

30
台
分
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
斉
清
掃
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
朝
早

く
か
ら
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

厚
生
功
労
者
表
彰

ま
ち
の
話
題

　

11
月
1
日
よ
り
、
和
木
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
前

回
作
成
さ
れ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
製
作

か
ら
4
年
が
経
過
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
新
た
に
、
検
索
機
能
、
カ
テ
ゴ

リ
ー
別
に
よ
る
検
索
、
町
内
マ
ッ
プ
、
新

着
情
報
の
見
易
さ
を
大
幅
に
改
善
し
ま
し

た
。
必
要
な
情
報
が
、
簡
単
に
検
索
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス

http

：//w
w
w.tow

n-waki.jp/

和
木
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル！

ま
ち
の
話
題
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み
んな
の笑
顔で地域イキイキ！ “

じ

ぶ
ん”
輝く生涯

学
習

生涯学習のマスコットです。
かわいがってネ

社会きょういくコーナー
社会教育広報通算344号

わき あい愛

　

10
月
14
日
、
地

域
子
ど
も
教
室

「
わ
あ
い
ク
ラ
ブ
」

の
児
童
と
町
民
の

方
と
合
同
で
宮
島

の
自
然
観
察
に
出

か
け
ま
し
た
。

　

講
師
を
村
本
正

治
、
禎
子
夫
妻
に

お
願
い
し
、
う
ぐ
い
す
歩
道
か
ら
も
み

じ
谷
公
園
、
大
元
公
園
へ
の
全
長
約
2
・

5
㎞
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
コ
ー
ス
を
約
25

名
の
参
加
者
と
探
索
し
ま
し
た
。

　

宮
島
に
生
息
す
る
鹿
や
猿
な
ど
の
動
植

物
と
の
関
係
や
植
物
の
特
徴
、
日
常
生
活

の
ど
の
よ
う
な
場
面
で
活
用
さ
れ
て
い
る

か
な
ど
、
詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
す
ぐ
目
前
に
海
岸
が
望
め
る
モ

ミ
の
木
林
、
子
ど
も
た
ち
7
人
か
ら
8
人

ほ
ど
が
手
を
つ
な
い
で
幹
の
周
囲
を
囲
め

る
ほ
ど
の
大
木
な
ど
通
常
で
は
考
え
ら
れ

な
い
原
始
林
の
秘
密
に
つ
い
て
も
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
人
間
が
安
易
に
野
生
動
物
に

餌
を
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
す
、

人
害
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
鹿
の
胃
袋

は
食
料
の
入
っ
て
い
る
容
器
（
ビ
ニ
ー
ル

や
ポ
リ
パ
ッ
ク
）
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、

通
常
の
食
物
を
も
消
化
で
き
ず
死
を
も
た

ら
す
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
学
習

し
ま
し
た
。

　

日
本
三
景
「
宮
島
」
を
少
し
違
っ
た
視

点
で
満
喫
で
き
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

世
界
遺
産
！
宮
島
の
自
然
観
察

〜
社
会
教
育
委
員
会
議
〜

　

10
月
3
日
、
第
2
回
社
会
教
育
委
員
会

議
（
岡
本
勝
之
議
長
）
が
開
催
さ
れ
、
町

内
各
社
会
教
育
施
設
の
事
業
報
告
や
施
設

利
用
者
数
等
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪

を
広
げ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
く
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
募
集
し
た
「
あ
い

さ
つ
運
動
」
の
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
標
語
作
品
（
小
学
生
の
部
）

最
優
秀

「
あ
い
さ
つ
で　

笑
顔
広
が
る　

ち
い
き

の
輪
」 

小
5　

加
藤　

真
衣
さ
ん

優　

良

「
あ
い
さ
つ
は　

毎
日
で
き
る　

お
く
り

も
の
」 

小
3　

本
田　

明
梨
さ
ん

入　

選

「
あ
い
さ
つ
で　

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る　

和

木
町
に
」 

小
5　

野
村　

紗
矢
さ
ん

入　

選

「
あ
い
さ
つ
で　

み
ん
な
に
こ
に
こ　

い

い
き
も
ち
」 

小
1　

藤
本　

彩
希
さ
ん

（
中
学
生
・
一
般
の
部
）

最
優
秀

「
元
気
よ
く　

挨
拶
し
て
る　

キ
ミ
が
好

き
」 

専
門
学
校　

中
島　

千
鶴
さ
ん

優　

良

「
あ
い
さ
つ
は　

人
と
人
を
つ
な
ぐ„
愛
“

言
葉
」 

中
3　

飯
塚　

里
緒
さ
ん

入　

選

「
さ
わ
や
か
な　

あ
い
さ
つ
届
け
る　

元

気
っ
子
」 

中
1　

上
村　

育
子
さ
ん

入　

選

「
あ
い
さ
つ
を　

返
す
そ
の
顔　

ほ
ら
笑

顔
」 

中
1　

坂
本　

　

光
さ
ん

　

以
上
、
標
語
の
部
の
入
選
作
品
が
決
定

し
ま
し
た
。
な
お
、
作
品
に
つ
い
て
は
、

町
内
に
掲
示
し
、
啓
発
活
動
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
明
る
く
気
持
ち
の

良
い
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
安
全
で
住
み

よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

明
る
く
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
交
わ

し
て
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　

11
月
3
日
㈷
か
ら
12
日
㈰
ま
で
の
10
日

間
、
県
内
各
地
で
文
化
の
祭
典
が
催
さ
れ

ま
す
。

　

音
楽
や
伝
統
文
化
、
演
劇
、
舞
踊
、
美

術
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
叶
え
る

「
子
ど
も
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、
各

事
業
日
程
や
開
催
地
マ
ッ
プ
等
を
掲
載
し

た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
総
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

無
料
）
が
文
化
会
館
入
り
口
に
ご
ざ
い
ま

す
。
国
内
外
の
文
化
芸
術
に
ふ
れ
る
旅
に

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
新
し
い
発
見
や

出
会
い
が
き
っ
と
待
っ
て
い
ま
す
。

第
21
回

国
民
文
化
祭
や
ま
ぐ
ち
2
0
0
6

「
や
ま
ぐ
ち
発

心
と
き
め
く
文
化
維
新
」
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期　

日
▼
10
月
15
日

場　

所
▼
岩
国
市
総
合
体
育
館

結　

果
▼
準
優
勝 

ウ
イ
ン
グ
ス
和
木

期　

日
▼
10
月
14
・
15
日

場　

所
▼
蜂
ケ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
等

結　

果
▼
優　

勝　

和
木
町
ス
ポ
少
軟
式

野
球
部

　

こ
の
大
会
に
際
し
、
読
売
セ
ン
タ
ー
岩

国
東
販
売
所
長
の
中
津
井
さ
ん
か
ら
大
会

の
後
援
と
し
て
、
メ
ダ
ル
80
個
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

期　

日
▼
9
月
3
日

場　

所
▼
大
竹
市
晴
海
グ
ラ
ウ
ン
ド

結　

果
▼
優
勝　

和
木
町
ス
ポ
少
軟
式
野

球
部

期　

日
▼
9
月
18
日

場　

所
▼
蜂
ケ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

結　

果
▼
第
3
位　

和
木
町
ス
ポ
少
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部

期　

日
▼
9
月
23
日

場　

所
▼
和
木
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

結　

果
▼
優　

勝　

広
中
・
村
中
組

　
　
　
　

準
優
勝　

村
上
・
小
倉
組

　
　
　
　

第
3
位　

竹
本
・
隅
原
組

期　

日
▼
10
月
10
日

場　

所
▼
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

結　

果
▼
優　

勝　

竹
本　

講
治

 

準
優
勝　

三
分
一
輝
正

 

第
3
位　

桔
梗　

博
充

 
 

　
（
敬
称
略
）

S
P
O
R
T
S
・
ス
ポ
ー
ツ

和
木
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

和
木
町
近
郊
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

和
木
町
近
郊
少
年
軟
式
野
球
大
会

第
45
回
記
念
大
竹
市
近
郊
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
交
歓
軟
式
野
球
秋
季
大

会
第
7
回
竹
中
杯
少
年
野
球
大
会

和
木
町
テ
ニ
ス
大
会

第
10
回
和
木
町
親
睦
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
の
ご
案
内

第
112
回
岩
国
市
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

和
木
町
テ
ニ
ス
大
会
ご
案
内

日　

時
▼
12
月
3
日
㈰
9
時
〜

場　

所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

種　

目

・
男
子　

A
級
複　

B
級
複　

C
級
複

・
女
子　

A
級
複　

B
級
複　

C
級
複

参
加
料
▼
一
般
1
，
0
0
0
円
／
人
、
高

校
生
8
0
0
円
／
人
、
中
学
生
5
0
0
円

／
人

申
込
期
限
▼
11
月
17
日
㈮

問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（
☎
52

－

2
8
1
1
・

52

－

9
1
4
9
）

　

い
よ
い
よ
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
到
来
で

す
。
テ
ニ
ス
楽
し
ん
で
い
ま
す
か
。

秋
の
テ
ニ
ス
大
会
を
次
の
と
お
り
計
画
い

た
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

期　

日
▼
11
月
23
日
㈭
祝
日
8
時
30
分
〜

場　

所
▼
和
木
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

内　

容 

男
子
ダ
ブ
ル
ス 

女
子
ダ
ブ
ル
ス

（
6
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
）
：
セ
ル
フ
ジ
ャ
ッ

ジ
、ク
ラ
ス
分
け
無
し
（
ミ
ッ
ク
ス
も
可
）

参
加
費
▼
1
，0
0
0
円（
当
日
、受
付
に
て
）

締
切
日
▼
11
月
14
日
㈫

申
込
み
▼
体
育
セ
ン
タ
ー
（
電
話
で
の
申

し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）

問
合
せ
▼
和
木
町
テ
ニ
ス
部 

小
倉
常
雄

（
☎
53

－

3
2
5
9
（
夜
間
及
び
休
日
））

優勝おめでとう！
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第
21
回
国
民
文
化
祭
・
や
ま
ぐ
ち

2
0
0
6
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
祭
典
」
に

出
演
す
る
プ
ロ
の
演
奏
家
に
よ
る
演
奏
会

を
開
催
し
ま
す
。

日　

時
▼
11
月
13
日
㈪

 

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

会　

場
▼
文
化
会
館

訪
問
者
▼
石
井
啓
一
郎
（
バ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
）
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

団
員
、
石
井
啓
子
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

入
場
料
▼
無
料

内　

容
▼
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
会

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会

 

（
☎
53

－

3
1
2
3
）

日　

時
▼
12
月
16
日
㈯
18
時
〜

場　

所
▼
文
化
会
館

出　

演
▼
ブ
ル
ー
タ
ル
・
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル

 
B
A
N
D

　

O
N

　

T
H
E

　

R
U
N

 
H
A
N
G
O
V
E
R
S

　

ほ
か

　

お
楽
し
み
抽
選
会
景
品
多
数
あ
り

主　

催
▼
和
木
町
文
化
協
会
ロ
ッ
ク
部

問
合
せ
▼
文
化
協
会
事
務
局

　
　
　
　
（
☎
52

－

2
1
9
1
）

日　

時
▼
11
月
11
日
㈯

場　

所
▼ 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

前
駐
車
場

内　

容
▼
県
境
地
域
の
朝
市
等
の
会
場
を

つ
な
い
で
一
斉
開
催
。

　

多
彩
で
新
鮮
な
地
域
農
産
物
の
販
売

や
、
伝
統
・
生
活
・
文
化
の
紹
介
等
を
通

じ
て
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
を
進
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

朝
市
や
竹
の
加
工
品
を
販
売
し
ま
す
。

詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
公
共
施
設
に

置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
2
0
5
）

日　

時
▼
11
月
11
日
㈯
9
時
〜
16
時
、

 

　
　

12
日
㈰
9
時
〜
15
時

内　

容
▼ 

広
報
コ
ー
ナ
ー
、
相
談
コ
ー
ナ

ー
、
展
示
即
売
、
朝
市
な
ど

場　

所
▼
岩
国
刑
務
所
内

問
合
せ
▼
岩
国
刑
務
所
企
画
部
門（
作
業
）

 

（
☎
41

－

0
1
3
8
）

作
品
展

日　

時
▼ 

12
月
2
日
㈯
〜
4
日
㈪
9
時
〜

17
時
（
最
終
日
9
時
〜
12
時
）

場　

所
▼
岩
国
市
民
会
館　

展
示
室

作
品
募
集

作　

品
▼ 

絵
画
・
書
道
・
手
芸
・
俳
画
、

俳
句
・
短
歌
・
工
芸
・
写
真

期　

限
▼
11
月
24
日
㈮
ま
で

提
出
・
問
合
せ
▼

保
健
福
祉
課

（
☎
52

－

2
1
3
5

 

内
線
2
1
0
）

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
祭
典

『
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
』

Band M
eeting in W

A
K
I

vol.10

ル
ー
ラ
ル・
県
境
・フ
ェ
ス
タ

第
18
回
岩
国
矯
正
展

岩
国
地
区
広
域
市
町
村
圏

心
身
障
害
者
（児）
作
品
募
集

10



高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ

し
っ
か
り
、息
を
し
ま
し
ょ
う
!

　

体
操
や
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
に
は
、
深

呼
吸
が
つ
き
も
の
で
す
。
い
つ
も
よ
り
意

識
し
て
呼
吸
す
る
こ
と
で
し
っ
か
り
酸
素

を
取
り
込
み
、
血
液
循
環
を
よ
く
す
る
効

果
が
あ
る
た
め
、
代
謝
が
活
発
に
な
り
、

ま
た
運
動
に
よ
る
筋
肉
の
疲
れ
を
少
な
く

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
し
か
し
日
ご
ろ

の
生
活
で
は
、
深
い
呼
吸
を
す
る
こ
と
は

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

普
通
の
状
態
で
は
、
大
人
は
1
分
間
に

何
回
呼
吸
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

標
準
は
1
分
間
に
14
〜
18
回
で
す
。
一
度

自
分
の
呼
吸
を
数
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
普
通
の
状
態
で
、
肺
や
横
隔
膜
の

動
き
を
感
じ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？「
今
、

空
気
を
吐
き
出
し
た
な
。
あ
っ
、
空
気
が

入
っ
て
き
て
肺
が
膨
ら
ん
だ
。」
な
ど
と

意
識
す
る
こ
と
も
な
く
、
自
律
神
経
の
働

き
で
自
動
的
に
呼
吸
し
て
い
ま
す
か
ら
、

考
え
た
こ
と
も
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

走
る
、
急
ぎ
歩
き
、
長
い
坂
道
を
歩

く
な
ど
運
動
を
す
る
と
、
息
が
切
れ
て

「
ぜ
ー
、は
ー
」と
荒
い
呼
吸
に
な
り
ま
す
。

こ
の
と
き
は
肺
の
動
き
も
感
じ
と
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
言
い
か
え
れ
ば
、
運
動
に

よ
る
負
荷
が
か
か
ら
な
い
限
り
、
普
通
の

体
調
で
は
深
い
呼
吸
を
す
る
こ
と
は
な
い

の
で
す
。

町内の満65歳以上の方を対象に、インフルエンザ予防接種を実施します。
実施期間 ▼ 12月28日㈭まで
実施医療機関 ▼木村医院・中村クリニック
　　　　　※ 町外の医療機関で接種を希望される場合は､事前に保健相談センターにお問い

合わせください。
対象者 ▼和木町に住民票がある満65歳以上の希望者
　　　　※ 60歳以上65歳未満の方でも、心臓､腎臓または呼吸器の機能障害で身体障害者手

帳1級程度の障害のある人、またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日
常生活が不可能な程度の障害のある人は接種できます。

自己負担額 ▼ 1,050円（但し、生活保護受給者は無料）
問合せ ▼保健相談センター（☎52－7290）

　

と
こ
ろ
で
、
火
は
空
気
（
酸
素
）
を
送

る
こ
と
で
、
燃
え
さ
か
り
ま
す
。
人
の
体

内
で
も
酸
素
を
取
り
込
む
こ
と
で
化
学
反

応
が
起
き
、
糖
質
や
脂
質
な
ど
の
栄
養
素

を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
燃
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。こ
れ
を
代
謝
と
い
い
ま
す
が
、

し
っ
か
り
呼
吸
す
る
こ
と
で
代
謝
機
能
を

高
め
ま
し
ょ
う
。
動
き
回
る
事
だ
け
を
運

動
と
と
ら
え
ず
に
、
深
い
呼
吸
を
す
る
こ

と
で
、
体
内
深
部
に
あ
る
筋
肉
を
使
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

し
っ
か
り
呼
吸
す
る
ポ
イ
ン
ト

①
左
右
の
肋
骨
に
手
の
ひ
ら
を
添
え
る
。

② 

し
っ
か
り
、「
は
ぁ
ー
。」
と
音
が
聞
こ

え
る
よ
う
に
息
を
吐
き
出
す
。
肋
骨
に

添
え
た
手
が
、
内
側
に
寄
っ
て
く
る
こ

と
を
意
識
す
る
。

③ 

胸
が
膨
ら
む
よ
う
に
、
し
っ
か
り
吸
い

込
む
。
肋
骨
に
添
え
た
手
が
、
外
側
に

動
く
の
で
胸
が
広
が
っ
た
感
じ
を
つ
か

め
る
。

　

 　

こ
れ
は
胸
式
呼
吸
で
の
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
座
り
、
体
が
傾

い
た
り
し
な
い
よ
う
に
背
筋
を
伸
ば
し

て
、
数
回
く
り
返
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

体
が
温
ま
り
、
汗
ば
ん
で
き
ま
す
。

呼
吸
に
合
わ
せ
て
ス
ト
レ
ッ
チ

① 

あ
ぐ
ら
を
か
い
て
座
り
、
腕
は
自
然
に

お
ろ
す
。
息
を
吸
い
な
が
ら
腕
を
外
側

に
回
す
。
息
を
吐
き
な
が
ら
腕
を
内
側

に
ま
わ
す
。

② 

腕
は
肩
幅
に
開
い
て
、
よ
つ
ん
ば
い
に

な
る
。
ま
ず
息
を
吸
っ
て
、
吐
き
な
が

ら
背
骨
を
持
ち
上
げ
る
。
顔
は
お
な
か

を
見
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
息
を
吸
っ

て
、
吐
き
な
が
ら
背
骨
を
徐
々
に
お
ろ

し
、
顔
を
上
げ
背
骨
を
そ
ら
す
。

③ 

仰
向
け
に
寝
て
膝
を
立
て
る
。
ま
ず
息

を
吸
っ
て
、
吐
き
な
が
ら
片
足
の
つ
ま

先
を
膝
の
高
さ
ま
で
上
げ
、
膝
か
ら
つ

ま
先
ま
で
が
床
と
平
行
に
な
る
よ
う
に

す
る
。
ま
た
息
を
吸
っ
て
、
吐
き
な
が

ら
足
を
下
ろ
す
。
も
う
片
方
の
足
も
同

様
に
す
る
。
で
き
る
人
は
両
足
同
時
で

も
や
っ
て
み
る
。

　

 　

体
の
動
き
も
呼
吸
も
、
ゆ
っ
く
り

ペ
ー
ス
で
や
り
ま
し
ょ
う
。
呼
吸
を
意

識
し
て
①
か
ら
③
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行

う
と
、全
身
の
血
液
循
環
が
よ
く
な
り
、

姿
勢
を
正
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
筋

力
ア
ッ
プ
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

座
っ
た
ま
ま
、
ま
た
は
寝
た
姿
勢
で
体

の
深
部
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。
呼
吸
の
機

能
を
よ
く
す
る
こ
と
で
、
風
邪
に
も
か

か
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

11



♪ 子育ての輪づくり運動 ♪
クリスマスコンサートのお知らせ

じゃがいも ............................................... 350g（中3個）
にんにく .................................................................1カケ
トマト ....................................................... 150g（中1個）
コーン（冷） .............................................50g（湯どおし）
スキムミルク .......................................................大さじ2
片栗粉 ...............................................................大さじ1
固形スープの素 ...................................................1/2個
塩 ...................................................................小さじ1/4
こしょう ................................................................... 少々
オリーブオイル ...................................................大さじ1

健 康 カ レ ン ダ ー（11月16日～ 12月15日）
月　日（曜） 行　　事 対　　　象 受付時間 場　　所

11月16日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00～15：00 保 セ育児相談 13：30～14：30
27日㈪ 健康相談 一般の方 　9：30～10：00 体 育 セ ン タ ー

30日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00～15：00 保 セ元気アップ教室 一般の方 10：00～13：00
12月 4日㈪ 健康相談 一般の方 10：00～10：30 関 ヶ 浜 分 館

5日㈫ 健康相談(高血圧) 血圧が高めの方 　9：00～11：30 保 セ
6日㈬ 健康相談 一般の方 　9：30～10：00 体 育 セ ン タ ー
7日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00～15：00

保 セ14日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00～15：00
15日㈮ 元気アップ教室 一般の方 10：00～11：30

保セ・・・保健相談センター　※11月9日㈭は行事のためプレイルームはお休みです。

食推さんのおすすめメニュー

コーンとトマトの替わりにミックスベジタブルを使うと
もっと手軽に出来ます。 （食推 6班 山本由美子）

●作り方

①下準備
じゃがいも…皮をむいて乱切りにし、茹でてつぶして
おく。
にんにく…すりおろしておく
トマト…1㎝角に切り、水気をきっておく

②じゃがいもを丸め、焼く
ボウルにじゃがいもと
すりおろしたにんに
く、スキムミルク、片栗
粉、砕いた固形スープ
の素、塩、こしょう、コ
ーン、トマトを入れ、混
ぜ合わせる。ラップに
棒状に包み、冷蔵庫で
休ませる。
1～1.5㎝の厚さに切
る。
テフロン加工のフライ
パンを熱し、オリーブ
オイルをしく。
両面をこんがり焼く。

（材料6人分）
　ひと足早く、みんなで一緒にクリスマス気分を
味わいませんか？お気軽にお越しください。ご参
加お待ちしています！

日　時 ▼ 12月7日㈭
 9時45分～10時 受付
　　　　10時～11時 クリスマスコンサート
場　所 ▼保健相談センター講堂
内　容 ▼クリスマスコンサート
出　演 ▼岡﨑　由恵さん・田仲　直美さん
申込み ▼ 11月30日㈭までに保健相談センターへ
 お申込みください。
注　意 ▼  駐車スペースに限

りがありますの
で、お近くの方は
なるべく徒歩等で
お越しください。

主　催 ▼和木町母子
 保健推進協議会

元気アップ教室のお知らせ

ハーブのクッキング
日　時 ▼ 11月30日㈭10時～13時

場　所 ▼保健相談センター

準　備 ▼材料費500円（エプロン、ふきんは持参）

申込み ▼ 11月22日㈬までに保健相談センターへ

 （☎52－7290）

 ※先着15名で締め切ります。

にんにくポテト
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「ジェネリック医薬品」は医療　費や家計の節減に役立ちます

Q：私たちが支払う分はどれくらい安くなるの？

A： 医療費の負担額において薬代分が2～8割安くなります。私たちにかかる医療費は、病院に支払う分と薬

局に支払う分（院外処方の場合）を合計した額になります。この合計金額の約2割が医薬品代ですから、

この部分が「ジェネリック医薬品」の使用で安くなります。私たちが直接支払う医療費は自己負担額（1

～3割）分だけですから実感としてはあまり安くなったように感じられませんが、家族、そして全国では

大きな負担減になるのです。

Q：どうやったら「ジェネリック医薬品」を利用できるの？

A： 利用する時は、医師の処方せんが必要です。まず、かかりつけ医の先生・調剤薬局に相談してみてください。

また、初診時の問診票に「ジェネリック薬品希望」という選択欄が設けてある場合は、「ジェネリック薬

品希望」を選択すれば処方してもらえます。また、診療してもらう時に医師に「ジェネリック医薬品を

処方して下さい。」といいづらい場合は、その旨を紙に書いて渡したり、「ジェネリック医薬品お願いカ

ード」を提示する方法もあります。「ジェネリック医薬品お願いカード」は日本ジェネリック研究会が開

発したもので、同研究会の下記のホームページからダウンロードできます。

　　http：//www.generic.gr.jp/onegai_git.html

Q：すべての薬を「ジェネリック医薬品」に替えることは
 できないの？

A： 特許期間内の新薬では「ジェネリック医薬品」は作られていません。ま

た、特許の切れた薬のすべてに「ジェネリック医薬品」が対応してい

るわけではありません。ですから、服用する薬を「ジェネリック医薬品」
に代替できない場合や、「ジェネリック医薬品」がふさわしくない場合
もあることを十分に知っておいてください。

「 ジ ェ ネ リ ッ ク 　 医 薬 品 」 Q & A

〇処方せんに「ジェネリック医薬品」への変更欄が設けられました。
平成18年4月から、処方せんの様式が変更になり「後発医薬品（ジェネリック医薬品）への変更可」の
欄が設けられています。これにより、医師が新薬（先発医薬品）名で処方指定した場合でも「変更可」
に署名があれば、患者が薬剤師と相談のうえ、「ジェネリック医薬品」を選ぶことができるようになりま
した。ぜひ、自分の処方せんをチェックしてみてください。
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Q：「ジェネリック医薬品」とは何なの？

A：  特許期間が切れた新薬と同じ成分･効果をもつ価格の安い薬を言います。薬も他の発明品と同じく特許が

あり、新薬は特許権に守られ開発した会社が独占的に製造・販売します。しかし20～25年の特許期間が

切れると、他の会社も同じ成分･効果をもつ薬を製造することができます。これが「ジェネリック医薬品」

で価格は新薬の2～8割に設定されています。

Q：「ジェネリック医薬品」は安い分、効き目が低いということはないの？

A：  品質や安全性については、しっかりとした検査が行われ基準をクリアしてから発売されているので問題

はありません。ただし、新薬とまったく同じものではありません。これは他の成分がまだ特許期間中で

使用されていなかったり、製造企業によりカプセルの質や錠剤化する技術、添加物などに若干の差があ

ったりするためです。

Q：同じ成分なのに値段が安いのはどうしてなの？

A： 開発費がかかっていない分、安価にできるのです。新薬の開発には、成分の有効性や安全性の確認など

膨大なお金と時間がかかります。「ジェネリック医薬品」はすでに臨床で使われ、有効性や安全性の確認

された薬を製造するので、新薬と比べて安価にできるのです。

Q：「ジェネリック医薬品」を利用すると、医療費の削減につながるの？

A： 医薬工業協議会の調査によれば、特許期間が過ぎた薬がすべて「ジェネリック医薬品」に替われば、国

内では年間で約1兆円の医療費の節約になると考えられています。その分、私たちの負担も軽減され、と

くに慢性病などで長期治療が必要な人では、家計に大きな効果があると考えられます。また、市場競争

により価格の抑制にも影響していくことが期待されています。

「ジェネリック医薬品」は医療　費や家計の節減に役立ちます

※「ジェネリック医薬品」に変えると、1年間でこんなに差が出ます。
高血圧の場合…3割負担の人で差額　6,570円
糖尿病の場合…3割負担の人で差額　4,380円

（代表的な薬を1日1回、1年間服用したと仮定した例です。）
日本ジェネリック研究会資料より

「 ジ ェ ネ リ ッ ク 　 医 薬 品 」 Q & A

14



図書
館行
事案内＆新着CD・図書

あな
たの
読み
たい本

・聴きた
いCDがきっと見つかります。お気軽においで下さい。
新着CD： ☆　印
新着図書：『　　』

図書館ホームページアドレス　http://www.waki-toshokan.jp/

11月の休館日　3日㈷・6日㈪・13日㈪・20日㈪・23日㈷　臨時休館 27日㈪～12月4日㈪

図 書 館 か ら の お 知 ら せ
絵本の読みきかせ
日　時

▲

11月18日㈯
　　　　10時30分～11時
　　　　おはなし会サークル「ゆびとま」
　　　　15時～15時30分
　　　　おはなし会「ぴのきお」
対象者

▲

幼児・小学生
場　所

▲

図書館絵本のコーナー
問合せ

▲

図書館（☎54－0222）

臨時休館のお知らせ
　図書館では蔵書資料の点検のため、次の期間〈11月27日㈪～12月4
日㈪〉を臨時休館にします。ご利用の皆様にはご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

［休館中の返却について］
◆本・雑誌　返却ポストに入れてください。
◆CD・DVD・ビデオ・紙芝居など　コミセン窓口へお願いします。
　破損する恐れがありますので、返却ポストには絶対入れないでください。

〈CD〉
☆What’s goin’ on A.I./A.I.
☆THE BEST WORKS/福耳
☆彼女/aiko
☆WITH THE RAWGUNS/藤井フミヤ
☆THE TWILIGHT VALLEY/GARNET CROW  
☆WAVE/YUKI
☆おいしい曲すべて 1972－2006～Mature Days/
 TULIP
☆39108/Yosii kazuya
☆Diamonds/DEEN
☆プリキュア・サウンド・シャワー！
☆LOVE CONCENT/hitomi
☆エン/上妻宏光

〈一般書〉
『となりの姉妹』 長野まゆみ著
『リミックス』 藤田宜永著
『百万遍　古都恋情　上・下』 花村萬月著
『膠着』 今野敏著
『パパとムスメの7日間』 五十嵐貴久著

『イヴの夜』 小川勝巳著
『大江戸打壊し　御用盗銀次郎』 東郷隆著
『Kの日々 』 大沢在昌著
『赤い手袋の奇跡』
 カレン・キングズベリー著/小沢瑞穂訳

『クリスマス・トレイン』
 デイヴィッド・バルダッチ著/武者圭子訳

〈児童書・絵本〉
『おおきなかしの木』
エリザベス・ローズ文/ジェラルド・ローズ絵/ふしみみさを訳

『トリクシのくたくたうさぎ』
 モー・ウィレムズ作/中川ひろたか訳

『サンタクロースのふくろのなか』 安野光雅作・絵
『サンタの最後のおくりもの』
 マリー=オード・ミュライユ他作
 /クェンティン・ブレイク絵/横山和江訳

『びんぼう神とばけもの芝居』
 岩崎京子作/長谷川義史絵

『グローバル化とわたしたち』 村井吉敬著
『ツキノワグマ』 宮崎学著
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皆さまのご提言をお待ちしております
　提言箱は役場（玄関）、文化会館、総合コミュニティセンター、
体育センター、関ヶ浜分館、瀬田分館に設置してありますので、
皆さまの「声」をお聞かせください。
　なお、提言内容の確認及び、ご本人への回答をさせていただ
くため、投稿の際には、必ず、住所、氏名、電話番号を記入し
てください。匿名等の提言につきましては、町政の参考にはさ
せていただきますが、広報紙での回答はいたしません。
※ 広報紙面には、特に希望がある方を除き、氏名等の公表はい

たしません。

問合せ ▼企画総務課（☎52－2135内線311）

　10月1日から、山口県内でも、地上デジタル放送サービスが開始されました。これに伴い、2011年7月24
日までにアナログ放送は終了し、地上デジタル放送に完全に移行します。
Q：テレビを買い換える必要はありますか?
A： 必ずしも、買い換える必要はありません。デジタル専用チューナーを接続することで、現在お使いの

テレビでも、地上デジタル放送を視聴することができます。
（※UHFアンテナなどの設置が別途必要となる場合があります。）

●ケーブルテレビ加入者の方へ
アイ・キャンの再送信コースの料金の改定はありませんが、現在のベーシックコース、ゴールドコース
は将来的にデジタルコースへ一本化される予定です。ご家庭で屋内ブースター等の機械が未対応の場合
は取り替える必要があります。（※現在、アイ・キャンでは山口波のみ配信中）

●アンテナをご家庭で設置している方へ
アンテナの方向調整、または、アンテナの追加工事が必要な場合や、屋内ブースターの交換が必要な場
合があります。

●共同受信組合ご加入の方へ
設備自体の改修工事が必要な場合があります。

地上デジタル放送に関するお問合せ
総務省地デジコールセンター 0570－07－0101（平日9時～21時/土・日・祝祭日：9時～18時）

〈提　言〉
　和木図書館で本や雑誌が購入されていますが、ビデオも新し
いものを増やしてもらえませんか?
〈回　答〉
　貴重なご意見ありがとうございます。
　ビデオにつきましては、図書館には従来より購入しておりま
す映画等のビデオがあります。しかしながら、近頃はビデオテ
ープに変わって一般的にDVDが主流になっており、新しく購
入するものにはビデオテープがないのが現状です。
　このような理由で、現在はビデオのかわりにDVDを購入し
ていますのでDVDでお楽しみいただければと思います。

町長の提言箱から
　119番の通報は落ち着いて正確に伝
えましょう。
●火災・救急・救助の種別
● 場所・住所・近くの目標は正しく
詳しく

● 火災・事故などの状況をわかりや
すく

●通報者の氏名・電話番号
※ 携帯電話・自動車電話からも119番

通報できます。119番は、火災・救
急・救助の専用電話です。ただし
く利用しましょう！

問合せ ▼

岩国地区消防組合
（☎22-0119）

11月9日は「119番の日」

地上デジタルテレビ放送サービス開始

ご注意ください！
※ 現在使っている「テレビを買い換えないと使用できなくなる。」などという事業者には注意が必要です。

今後も、地上デジタル放送への移行に便乗した悪質な架空請求や訪問販売等が懸念されていますので
ご注意ください。
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各

種
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談

行

政

相

談

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望

を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行

政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日　

時
▼
11
月
16
日
㈭

場　

所
▼
町
民
相
談
室

 

（
☎
52

－

1
6
1
6
）

心

配

ご

と

相

談

　

普
段
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

 

（
☎
52

－

8
6
4
4
）

精

神

保

健

相

談

●
精
神
保
健
相
談

心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

毎
月
第
2
金
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
1
木
曜
日
10
時
〜
16
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
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所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
29

－

1
5
2
5
）

不
妊
専
門
相
談
会
の
お
知
ら
せ

日　

時
▼
11
月
30
日
㈭
15
時
〜
18
時

場　

所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談

室
（
岩
国
総
合
庁
舎
2
階
）

相
談
担
当
医
師
▼
産
婦
人
科
医
師　

新
谷

恵
司
先
生
（
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機

構
岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー
）

費　

用
▼
無
料

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
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－

1
5
2
3
）

町
内
無
料
法
律
相
談
開
催

日　

時
▼
11
月
21
日
㈫
10
時
〜
12
時

場　

所
▼
町
民
相
談
室

弁
護
士
▼
三
浦
弁
護
士

 
（
岩
国
地
区
弁
護
士
会
所
属
）

受
付
▼
11
月
16
日
㈭
ま
で
（
先
着
5
名
）

お
願
い
▼
相
談
、
質
問
内
容
な
ど
を
整
理

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

資
料
等
は
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

 

（
☎
52

－

1
6
1
6
）

が
ま
ん
し
な
い
で『
あ
な
た

の
コ
ー
ル
』待
っ
て
ま
す
!

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

11
月
12
日
㈰
〜
25
日
㈯

一
人
で
悩
ま
な
い
で
!
早
め
の
相
談
が
問

題
解
決
の
第
一
歩
で
す
!

主
な
相
談
機
関
▼
警
察
、
法
務
局
配
偶
者

暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等

全
国
D
V
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

 

0
1
2
0

－

9
5
6

－

0
8
0

税
の
無
料
相
談
会
開
催

税
理
士
が
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日　

時
▼
11
月
16
日
㈭
10
時
〜
12
時
、
13

時
〜
16
時

場　

所
▼
フ
ジ
グ
ラ
ン
岩
国
店
3
階

相
談
員
▼
中
国
税
理
士
会
岩
国
支
部
会
員

問
合
せ
▼
岩
国
税
務
署（
☎
22

－

0
1
1
1
）

年
末
調
整
説
明
会

日　

時
▼
11
月
20
日
㈪
14
時
〜
16
時

場　

所
▼
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル

対
象
者
▼
法
人
及
び
個
人
（
青
色
申
告
以

外
の
方
）

問
合
せ
▼
岩
国
税
務
署（
☎
22

－

0
1
1
1
）

租
税
・
習
字
・
作
文
展

　

小
・
中
学
生
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
税
に
関

す
る
習
字
や
作
文
の
優
秀
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

日　

時
▼
11
月
16
日
㈭
〜
19
日
㈰

場　

所
▼
フ
ジ
グ
ラ
ン
岩
国
店
7
階

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
法
テ
ラ
ス

　

解
決
に
役
立
つ
法
制
度
や
最
適
な
相
談

機
関
を
紹
介
し
ま
す
。
法
的
ト
ラ
ブ
ル
で

お
困
り
の
方
、
ま
た
法
的
な
こ
と
か
ど
う

か
分
か
ら
な
い
方
も
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
電
話
0
5
7
0

－

0
7
8
3
7
4

相
談
時
間
▼
平
日
9
時
〜
21
時

　
　
　
　
　

土
曜
日
9
時
〜
17
時

年
金
相
談
の
平
日
の
時
間
延
長

と
休
日
の
相
談
を
実
施
中
!

　

岩
国
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年
金
相

談
の
時
間
延
長
と
休
日
の
相
談
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
相
談

も
併
せ
て
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
時
間
延
長
日　

〜
19
時
ま
で

11
月
6
日
㈪
〜
12
月
25
日
㈪
ま
で
の
毎
週

月
曜
日

■
休
日
相
談
日　

9
時
30
分
〜
16
時
ま
で

11
月
11
日
㈯
、
12
月
9
日
㈯

問
合
せ
▼
岩
国
社
会
保
険
事
務
所

 

（
☎
24

－

2
2
2
2
）

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

期　

間
▼
11
月
9
日
㈭
〜
11
月
15
日
㈬

全
国
統
一
標
語

「
消
さ
な
い
で 

あ
な
た
の
心 

注
意
の
火
」

火
の
用
心
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

① 

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
な
い

② 

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い

③ 

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を

離
れ
な
い

④
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い

⑤ 

子
ど
も
に
は
マ
ッ
チ
や
、
ラ
イ
タ
ー
で

遊
ば
せ
な
い

⑥ 

電
気
器
具
は
、
正
し
く
使
い
、
た
こ
足

配
線
は
し
な
い

⑦ 

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
を

近
づ
け
な
い

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合

 

（
☎
22

－

1
3
2
0
）

11
月
11
日
〜
17
日
は

税
を
考
え
る
週
間
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外
来
生
物
の
飼
育
に
注
意
!

Q
．
外
来
生
物
と
は
?

A
．
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
の
よ
う
に
、
本
来
そ

の
地
域
に
生
息
し
て
お
ら
ず
、
人
間
活
動

に
よ
っ
て
外
国
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
生
物

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
現
在
、
法
律
（
外

来
生
物
法
）
で
外
来
生
物
の
飼
育
な
ど
は

規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q
．
ど
ん
な
種
類
の
生
物
が
法
律
で
規
制

さ
れ
て
い
る
の
?

A
．
規
制
さ
れ
て
い
る
外
来
生
物
は
特
定

外
来
生
物
と
い
い
、
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
・
キ

タ
リ
ス
・
ア
ラ
イ
グ
マ
・
オ
オ
ク
チ
バ
ス

な
ど
で
す
。
詳
し
く
は
環
境
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q
．
特
定
外
来
生
物
を
飼
い
た
い
!

A
．
特
定
外
来
生
物
と
し
て
指
定
さ
れ
た

動
物
や
植
物
を
新
し
く
飼
お
う
と
す
る
と

き
は
、
主
務
大
臣
の
許
可
が
必
要
で
、
ペ

ッ
ト
と
し
て
の
許
可
は
原
則
と
し
て
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

Q
．
違
反
し
た
場
合
は
?

A
．
規
制
に
違
反
し
た
場
合
、
最
も
重
い

も
の
で
は
、
個
人
で
懲
役
3
年
も
し
く
は

3
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
、
法
人
で
1
億

円
以
下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
。
特
定
外
来

生
物
が
生
態
系
や
農
林
水
産
業
な
ど
に
与

え
る
影
響
は
と
て
も
大
き
い
た
め
、
違
反

し
た
際
の
罰
則
も
、
非
常
に
重
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http

：

//w
w
w
.env.go.jp/nature/

intro/index.htm
l

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
中
国
四
国
地
方
環
境
事
務
所

 

（
☎
0
8
6

－

2
2
3

－

1
5
6
1
）

施
設
管
理
員
募
集
!

　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

左
記
の
施
設
の
管
理
員
を
募
集
い
た
し
ま

す
。（
勤
務
は
平
成
19
年
4
月
か
ら
で
す
）

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員
▼
和
木
町
に
在
住
す
る
年
齢
50

歳
〜
65
歳
ま
で
の
男
性
1
名

申
込
受
付
期
間
▼
12
月
25
日
㈪
ま
で

勤
務
内
容
▼
平
日
夜
間
の
管
理
、
及
び
土

曜
、
日
曜
、
祝
日
の
昼
間
・
夜
間
の
管
理

●
公
民
館
瀬
田
分
館
、公
民
館
関
ヶ
浜
分
館

募
集
人
員
▼
和
木
町
に
在
住
す
る
年
齢
40

歳
〜
60
歳
ま
で
の
女
性

・
公
民
館
瀬
田
分
館　

　

管
理
員　

2
名

・
公
民
館
関
ヶ
浜
分
館　

管
理
員　

2
名

申
込
受
付
期
間
▼
12
月
25
日
㈪
ま
で

勤
務
内
容
▼
平
日
、
祝
日
（
日
曜
日
を
除

く
）、
土
曜
の
昼
間
の
分
館
管
理　

　
　

応
募
方
法
▼
い
ず
れ
も
市
販
の
履
歴
書
に

ご
記
入
の
う
え
、
申
込
受
付
期
間
ま
で
に

履
歴
書
を
和
木
町
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
52

－

2
1
9
1
）

不
正
軽
油
の
情
報
は

不
正
軽
油
110
番
へ

　

県
で
は
、
不
正
軽
油
の
製
造
や
販
売
、

使
用
等
を
一
掃
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら

の
情
報
を
24
時
間
受
付
て
い
ま
す
。

 

0
1
2
0

－

7
9
7
2
4
1

問
合
せ
▼
県
税
務
課

 

（
☎
0
8
3

－

9
3
3

－

2
2
7
7
）

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除

証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
さ
れ
た
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
1
年
間
の

納
付
額
を
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
税
の
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
社
会
保
険
庁
か
ら
、
1
年
間

に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を

証
明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）
が
11

月
7
日
頃
ま
で
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

証
明
内
容
は
、
①
本
年
1
月
か
ら
10
月

2
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険

料
額
と
②
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場

合
の
納
付
見
込
額
で
す
。

　

納
付
忘
れ
等
が
あ
る
場
合
も
、
年
内
に

納
付
す
れ
ば
、
平
成
18
年
分
の
控
除
と
し

て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場

合
な
ど
、
10
月
3
日
以
降
に
本
年
初
め
て

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
翌

年
2
月
上
旬
に
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続
き

の
際
は
、
こ
の
控
除
証
明
書
や
領
収
証
書

を
必
ず
添
付
等
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
0
5
7
0

－

0
0

－

9
9
1
1
）（
土
・

日
・
祝
、
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
を
除
く
）

受
付
時
間
▼
9
時
〜
17
時

平
成
18
年
度
中
小
企
業

者
小
口
資
金
貸
付
制
度

対　

象
▼
県
内
に
1
年
以
上
居
住
し
、
同

一
事
業
所
に
1
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
方

で
、
市
町
税
を
完
納
し
て
お
り
、
資
金
使

途
が
明
確
な
方

貸
付
条
件

※
育
児
・
介
護
休
業
資
金
の
一
定
の
場
合

と
は
、
子
が
1
歳
を
超
え
て
も
育
児
休
業

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
（
当
該
子
が

保
育
所
に
入
所
を
希
望
し
て
い
る
が
、
入

所
で
き
な
い
場
合
等
）
を
い
い
ま
す
。

償
還
方
法
▼
元
利
均
等
月
賦
償
還
（
元
金

償
還
額
の
30
％
以
内
で
の
ボ
ー
ナ
ス
併
用

可
能
）

債
務
保
証
▼
㈳
日
本
勤
労
者
信
用
基
金
協

会
の
債
務
保
証
（
要
保
証
料
）

申
込
み
▼
中
国
労
働
金
庫

問
合
せ
▼
県
労
働
政
策
課

 

（
☎
0
8
3

－

9
3
3

－

3
2
1
0
）

岩
国
市
水
道
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

水
道
局
計
量
係
員
が
11
月
中
に
メ
ー
タ

ー
位
置
確
認
等
の
た
め
、
町
内
（
瀬
田
、

関
ヶ
浜
を
除
く
）
を
調
査
い
た
し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

 

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
4
1
6
）

資金名 貸付
限度額

貸付
期間

貸付
利率

大学教育資金 300
万円

10年
以内

年
2.5%

育児・介護
休業資金

100
万円

5年
以内

年
2.0%

冠婚葬祭・
療養資金 100

万円
4年
以内 年

2.5%災害資金

生活向上資金 70
万円

3年
以内
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和

木

短

歌

教

室

和
木
俳
句
教
室
句
会

（
10
月
21
日
句
会
）

秋
立
ち
て
風
に
ほ
こ
ろ
ぶ
萩
の
花
群
れ
し
花
枝
に
蝶

の
舞
い
く
る 

嘉
屋　

笑
子

車
椅
子
押
し
て
も
ら
い
つ
佳
き
人
と
言
葉
交
わ
し
つ

歩
む
夕
暮 

近
藤
し
ず
え

吹
き
あ
れ
し
台
風
一
過
お
さ
ま
り
ぬ
虫
の
音
し
げ
き

夜
明
け
明
る
し 

森
本　

初
子

朝
顔
の
伸
び
て
絡
み
て
大
木
に
赤　

青　

ピ
ン
ク
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン 

横
川
美
代
子

赤
々
と
燃
ゆ
る
が
ご
と
き
鶏
頭
は
夏
の
余
韻
を
残
し

咲
き
ゐ
る 

藤
上　

紀
子

日
の
当
た
る
縁
に
坐
り
て
葡
萄
食
ぶ 

陣
場　

直
雄

木
犀
へ
袖
を
ひ
ろ
げ
て
巫
女
の
舞 

浜
田
千
代
美

ダ
ム
め
ぐ
る
桜
紅
葉
や
空
の
青 

越
智　

幸
子

大
鯉
の
鰭
き
は
や
か
に
水
の
秋 

浦　
　

盈
子

色
あ
せ
し
神
楽
の
面
や
鵙
高
音 

小
川　

誉
子

認
知
症
気
味
の
母
が

訪
販
で
健
康
食
品
を
購
入

【
相　

談
】

　

試
供
品
を
置
い
て
帰
っ
た
と
い

う
訪
問
販
売
事
業
者
か
ら
、母
宛

に
健
康
食
品
が
送
ら
れ
て
き
て
い

た
。母
は
、認
知
症
気
味
で
一
人
暮

ら
し
。高
額
な
の
で
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
を
事
業
者
に
伝
え
た
が
、期

間
が
過
ぎ
て
い
る
と
断
ら
れ
た
。

【
処　

理
】

　

内
容
証
明
郵
便
で
認
知
症
気
味

の
状
態
で
の
契
約
で
あ
る
こ
と
を

理
由
に
解
約
を
申
し
出
る
よ
う
、

ま
た
、医
師
の
診
断
書
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

高
齢
で
認
知
症（
気
味
）の
方

の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
場
合
、契
約
当
時

の
判
断
能
力
の
有
無
や
程
度
、解

約
す
る
意
志
の
強
さ
等
が
解
約
交

渉
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
場
合
、認
知
症
で
は

な
い
場
合
で
も
、契
約
か
ら
相
当

の
日
数
を
経
過
し
て
い
る
と
、契

約
当
時
の
状
況
、ク
レ
ジ
ッ
ト
会

社
の
与
信
状
況
な
ど
が
把
握
で
き

な
い
た
め
に
解
約
交
渉
が
不
可
能

な
場
合
が
多
々
あ
り
ま
す
。特
に
、

高
齢
者
が
認
知
症
気
味
の
場
合
、

販
売
目
的
、商
品
説
明
が
十
分
に

さ
れ
た
の
か
、契
約
に
関
す
る
判

断（
理
解
）が
十
分
だ
っ
た
の
か
、

契
約
書
面
の
交
付
、ク
レ
ジ
ッ
ト

会
社
の
与
信
な
ど
が
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
た
の
か
の
確
認
が
困
難
で
す
。

　

事
例
の
場
合
、さ
ら
に
１
社
か

ら
健
康
食
品
を
購
入
し
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
、医
師
は
認
知
症
と

診
断
し
ま
し
た
が
、1
社
は
契
約

当
時
は
正
常
な
判
断
が
で
き
る
状

態
で
あ
っ
た
と
し
て
、診
断
結
果

を
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。幸
い
な

こ
と
に
、家
族
が
与
信
を
し
た
ク

レ
ジ
ッ
ト
会
社
と
も
交
渉
し
、ク

レ
ジ
ッ
ト
会
社
が
解
約
に
応
じ
た

こ
と
か
ら
、未
開
封
の
商
品
に
つ

い
て
の
み
解
約
が
で
き
ま
し
た
。

解
約
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
は
、

交
渉
さ
れ
た
ご
家
族
の
強
い
気
持

ち
と
知
識
の
豊
富
さ
、交
渉
能
力

の
高
さ
が
解
約
へ
の
大
き
な
力
と

な
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
場
合

の
対
処
方
法
を
身
に
つ
け
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

問
合
せ

企
画
総
務
課（
☎
52

－

2
1
3
5
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎（
☎
52

－

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3

－

9
2
4

－

2
4
2
1
）

平
成
19
年
版
県
民
手
帳

を
発
行

　

日
常
生
活
に
役
立
つ
計
量
単
位
換
算

表
・
県
内
郵
便
番
号
一
覧
表
・
山
口
県

の
人
口
産
業
・
社
会
・
文
化
な
ど
の
基

礎
資
料
、
国
会
・
県
議
会
議
員
・
市
町

三
役
名
簿
等
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
仕
事
や
学
習
、
ご
家
庭
な
ど
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

発　

行
▼
11
月

サ
イ
ズ
▼
縦
14
㎝
×
横
8
㎝

表　

紙
▼
ビ
ニ
ー
ル
製

内　

容
▼
県
行
政
区
画
図
、
七
曜
表
、

略
歴
表
、
満
年
齢
月
早
見
表
、
日
記
帳
、

（
行
事
予
定
表
、
歳
時
記
、
日
記
）、
統

計
資
料
、
名
簿
編
、
生
活
編
、
東
京
都

地
下
鉄
路
線
図
、
住
所
録
（
別
冊
）

価　

格
▼
4
8
0
円
（
送
料
別
）

申
込
み
▼
企
画
総
務
課

 

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
3
1
1
）

山
口
県
統
計
協
会

 

（
☎
0
8
3

－

9
3
4

－

3
1
1
0
）

「
第
7
回
和
木
大
学
」開
催

一
般
聴
講
の
方
大
歓
迎
で
す

„
私
た
ち
が
住
む
和
木
町
の
歴
史
を
も

う
一
度
振
り
返
っ
て
見
ま
せ
ん
か
“

日　

時
▼
11
月
30
日
㈭
13
時
30
分
〜

場　

所
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
3
階

講　

師
▼
末
岡　

美
胤
さ
ん
（
和
木
町

郷
土
史
研
究
家
）

問
合
せ
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
52

－

2
1
9
1
）

消費者生活相談
だよりVol.25
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家庭ごみの出し方№３
「ペットボトルの日」編
　右記のマークのあるものが対象となります。
　マークの中の数字が「１」だけのものです。中には数字が違うも
のがありますが、「１」以外の数字の場合は、「プラスチックの日」
に出してください。また、異物が付着しているもの、工作等に使用
したものも同じです。
　
［出し方］
①「ふた」と「ラベル」を取る
取ったものは、それぞれの分別に従って出してください。一般的
には「ふた」や「ラベル」は、プラスチックに分別されることが
多いと思います。

②中を洗う
町から処理業者に引き取ってもらう時には圧縮して一定の大きさ
にしますので、汚れていると引き取り料金が違ってきます。

③つぶす
つぶしても元に戻ってしまうとの声を聞きますが、ペットボトル
の底をつぶせば元に戻りにくくなります。また、みなさんにつぶ
すことをお願いするのは、専用かごに多く入るように、また、軽
いものなので風に飛ばされないようにするためです。ご協力をお
願いします。

④専用かごに入れる
各ステーションに用意しています。この中にペットボトルだけ入
れてください。

　このペットボトルは、リサイクルのしやすいごみです。きちんと
分別することで繊維製品や卵のパックなどに再生されています。

問合せ ▼住民サービス課（☎52-2135内線205）

①

②

③

④

第
58
回
人
権
週
間

　

12
月
4
日
か
ら
10
日
ま
で
は
「
人
権
週

間
」
で
す
。

「
育
て
よ
う　

一
人
一
人
の　

人
権
意
識
」

思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を

大
切
に

　

す
べ
て
の
人
々
が
人
権
を
享
有
し
、
平

和
で
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
自

分
の
人
権
の
み
な
ら
ず
他
人
の
人
権
に
つ

い
て
も
正
し
く
理
解
し
、
人
権
を
相
互
に

尊
重
し
合
う
と
と
も
に
「
思
い
や
り
の

心
」、「
か
け
が
え
の
な
い
命
」
を
大
切
に

す
る
こ
と
が
、
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

人
権
週
間
中
、
特
設
人
権
相
談
所
を
次

の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
常
設
人

権
相
談
所
は
次
の
と
お
り
毎
日
（
休
日
を

除
く
）
開
催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
心
配

ご
と
や
困
り
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
設
人
権
相
談
所

日　

時
▼
12
月
6
日
㈬
13
時
〜
16
時

場　

所
▼
文
化
会
館
1
階
講
習
室

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
2
0
4
）

常
設
人
権
相
談
所

場　

所
▼ 

山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局
岩

国
市
錦
見
一
丁
目
16

－

35

日　

時
▼
12
月
6
日
8
時
30
分
〜

 

17
時
15
分

電　

話
▼
（
☎
43

－

1
1
2
5
）

※ 

人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で
も
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
守
り
ま
す
。

ごみ
便り
その 91
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（百人） 3  2  1  0 0  1  2  34

20 5
171

182
216
20 2
196

24 7
235

159
179

269
281

175
183
154

114
79

32
11
8

     0 100以上 
95  －  99 
90  －  94 
85  －  89 
80  －  84 
75  －  79 
70  －  74 
65  －  69 
60  －  64 
55  －  59 
50  －  54 
45  －  49 
40  －  44 
35  －  39 
30  －  34 
25  －  29 
20  －  24 
15  －  19 
10  －  14 
  5  －　9 
  0  －    4

166
167

159
169
189

168
245
231

162
199

230
235

210
193
202

158
129

92
36

12
4

和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド   
平成18年10月1日現在 
 
総人口    6,654人 
　　     （－10） 
世帯数　 2,669世帯 
　　　  （－5） 
和木町の面積　10.56  
 

（－3） （－7） 
 3,298人　男 女　3,356人 

 

 

　現在、和木町では、国際規格であるISO9001認証取
得に向けた活動を展開しています。
　その活動の一つとして、町民の皆さまを対象とするアン
ケート調査を実施させていただくこととしました。
　お越しいただいた際に、お願いする場合があります。
簡単なアンケート調査です。ご協力をお願いいたします。
〈アンケート実施の目的〉
・町民の皆さまの声をお聞きするため
・ 和木町が行う行政サービスに対する、町民の皆さま

の満足度を把握するため
・アンケート結果を今後の行政サービスに生かすため
〈アンケートの実施期間〉11月1日から12月末日まで
〈アンケートを実施する場所〉
　役場本庁、文化会館、総合コミュニティセンター、
保健相談センター、体育センター
【ISOとは?】
　ISOとは、「国際標準化機構」の略称です。1947年
に創設された国際的な機関で、様々な分野の国際標準
化、規格化を目的としています。
一般的には、ISO9000ファミリー（品質）とISO14000
ファミリー（環境）がよく知られています。
　和木町では、今年度中のISO9001品質マネジメント
システムの認証取得を目指しています。
問合せ ▼企画総務課（☎52－2135内線306）

アンケート調査にご協力を！！

今月の納税
国民健康保険料 ..............5期分
介護保険料 ......................5期分
上下水道使用料 ........9・10月分
町営住宅使用料 ............11月分
※納期内に納めましょう！
問合せ ▼税務課
　　　　（☎52－2135内線203）

場　所 ▼和木町和木2丁目2-2
 山の手第2棟（2階）
構　造 ▼鉄筋コンクリート造3階建
募集戸数 ▼1戸（3DK）
家賃額 ▼27,400円～60,200円（所得により決定）
共益費 ▼約2,000円
駐車場 ▼各戸1台
申込資格
1． 現に自ら居住するために住宅を必要とする方（住宅

に困窮している方）
2．現に同居し、又は同居しようとする親族のある方
3． 入居しようとする家族全員の収入の合計が収入基準

の範囲内にある方
例給与所得者1名で扶養家族が3名の場合、当該世帯
全員の所得の合計が3,540,000円以内であれば収入基
準範囲内です。（小学校未就学前の子どもがいる世帯
や、心身に障害のある方がいる世帯等は、収入基準が
若干緩和される場合があります。

4． 原則として、町内に居住する連帯保証人（2名）のある方
5． 現在、公営住宅（県営、市町村営住宅）に居住していな

い方
6．地方税等の滞納がない方（入居者全員）
入居可能日 ▼（予定）12月1日㈮
申込期間 ▼11月1日㈬～15日㈬（期間厳守）
申込に必要な書類等 ▼申込書、所得証明書、住民票等
※申込書は役場3階都市建設課で配布しています。
入居者決定方法 ▼入居申込者が募集戸数を上回った場
合、入居資格を有する申込者の中から公開抽選により
入居者を決定する。
申込み・問合せ ▼都市建設課（☎52－2135内線413）

町営山の手団地入居者募集

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議

会
へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

清
水　

憲
雄
さ
ん
（
関
ヶ
浜
）

中
下　

夏
江
さ
ん
（
和　

　

木
）

田
上　

和
男
さ
ん
（
和　

　

木
）

佐
伯　

節
子
さ
ん
（
和　

　

木
）

国
木　

照
子
さ
ん
（
和　

　

木
）

鈴
川　

洋
子
さ
ん
（
和　

　

木
）

寄
付
・
寄
贈
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